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研究発表会の概要 

 １、日時：平成 22（2010）年 11月 16日（火） 13時 30分～ 

 ２、会場：能勢町立西中学校 （大阪府豊能郡能勢町森上 33） 

 ３、時程：13時 30分～ 公開授業   14時 35分～ 全体会 

 公開授業の内容 

 ●西中大すきプロジェクト 創造的に、創意工夫で「１分・５分・４人組イノベーション」 

西中 1年 1組『数学』一次方程式の利用       授業者：尾田雅和・砂田謙佑 

西中 1年 2組『社会』中部地方           授業者：三河祐太 

西中 1年 3組『道徳』はせがわくんきらいや       授業者：泉 由子・松尾美賀 

 ●地域連携（学校支援地域本部） 土曜授業！地域支援者とともに・・・ 

西中 3年希望者『英語科の復習』        

授業者：佐竹ひとみ・松本陽子 支援者：ＮＰＳスタッフ 

西中３年希望者『社会科の復習』      授業者：村山寛子 支援者：ＮＰＳスタッフ 

●中高連携『高校生に学ぶ』 自ら学ぶ姿勢を！能勢高校で学んだことを、中学生に伝えます。 

西中２年・能勢高生徒代表 『産業社会と人間・総合的な学習の時間』『農場の授業』 

『国際交流・希望者進学講座』『クラブ活動』   

西中指導者 ：岸田大佑・濱 智子・川原智子・前田絵理   

能勢高指導者：内田千秋・間 一孝・山川真砂敦・望月浩平 

●小中連携『中学生に学ぶ』 ～中学生から小学生へ発信！～ 

久佐々小６年・西中３年代表 『総合的な学習の時間』仲間こそ最大の力   

西中指導者 ：前田勝治・川本重樹・梶谷彰信・西田和美 

久佐々小指導者：辰巳明子・松田寿春 

●小・ＮＰＯ連携『キャリア教育』  

見つめなおそう 私たちの町を ～町を良くする小さなアクション～ 

 岐尼小６年『総合的な学習の時間』                  岐尼小授業者     ：塩出雅之 

NPO子ども盆栽指導者：宮崎絵里子 

●小高連携『ハッピープラン！食育』 

 食べ物を保存する知恵を学ぼう～作って、聞いて、伝えよう！～ 

天王小全学年『総合的な学習の時間他』       天王小授業者：上山正代 

能勢高指導者：南里夏雄 

 

 

 

 

 

 

第 8 回小中高一貫教育研究発表会【11 月 16 日（火） 於：西中】  

能勢高校生から西中生へ
学校生活や授業のことを
伝えて意見交換しまし
た。進路選択の貴重な情
報となりました。 

導入はすべての生徒の目
と耳と心を集中させるよ
うに工夫しています。（西
中だいすきプロジェクト 
５分イノベーション） 

西中生から久佐々小６年
生へ、小学校と中学校の
違いについて聞きまし
た。尐しずつ不安が消え
て行きました。 
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全体会の内容 

★あいさつ               能勢町教育委員会  教育長 前田  満 
☆取組発表 「能勢町教育イノベーション西中大好き！プロジェクト」 

                      能勢町立西中学校  首席  山本 直樹 
★生徒発表 「国際理解教育・ユネスコスクールについて」 

                      大阪府立能勢高等学校 ２年 石田 麻莉 
                      大阪府立能勢高等学校 ２年 遠山  遥 

☆取組発表 「能勢地域小中高一貫教育の取組」 
                      能勢町立西中学校  首席  武田 喜弘 

★指導講評   大阪府教育委員会事務局教育振興室高等学校課参事  松本  昇様 
☆記念講演              京都造形芸術大学  教授  寺脇  研さん 
★閉会謝辞               能勢町立西中学校  校長  畑  鉃也 

 

まとめ 

 小中高一貫教育研究発表会も、本年度で８回目を迎えまし

た。全体会では、ずっとこの取組みを支えて下さった寺脇先

生の講演を聞くことができました。文部科学省勤務時代のこ

ろ、高校の総合学科をそして総合的な学習の時間を新設して、

どのように広がっていくのか心配だったとのこと。学びを複

合的に捉え、情報を編集する力を育てていく時間として学校に位置づくかどうか、また先生方が

指導できるかどうかも不安だったが、この能勢では予想以上に確かな取り組みが根付いていると

評価をいただきました。一人ひとりの子どもの顔が見える町だからこそ教育をロングレンジで捉

え小中高の流れの中で学習する基盤を培っていくという利点を大いに生かした「能勢地域の小中

高一貫教育」は、全国にも誇れる取り組みであるので自信を持って進めていってほしいと励まし

ていただきました。そして、能勢町を学びのフィールドと捉

え、学校教育と社会教育が水平の関係でつながり、学校支援

に来て下さっている地域の人達も学校を生涯学習の場として

捉え、能勢町が学校を核にして活性化していくことを期待す

る。と締めくくられました。新たな試みにチャレンジした研

究発表会でしたが、日々の実践の積み重ねの集大成が確認で

きた研究発表会でした。 

子ども盆栽と一緒に能勢
について考えました。病
院が尐ないなら、病気に
ならない工夫をすればい
い・・・子どもたちの発
想は豊かです。【岐尼小】 

高校の先生の授業は専門
的だからとてもおもしろ
い！と感じる小学生。学
びがどんどん深まって、
納得できるまで調べまし
た。【天王小】 

土曜授業は毎回好評です。
先生の授業のあと、地域の
方々の支援で、生徒が自分
のペースで学習できるのが
魅力のようです。ずいぶん
力がつきました。【西中】 


